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【座間市のお知らせ】
◆平成30年（2018年） 3月 1日発行
◆座間市市長室市政戦略課編集

3.1平成30年
（2018年）

1046

目　次
●自殺予防（2面）
●みんなの健康（3面）
●所得税など申告・納税期限にご注意を（4面）
●春の全国火災予防運動（5面）
●ざまインフォメーション（6・7面）
●今年の凧文字は「葵

き

翔
しょう

」（8面）

市 の 人 口●129,435人（−32人）
市の世帯数●57,509世帯（−14世帯）
平成30年2月1日現在（ ）は1月との増減

相
模
川
の
水
仙
花
壇

※写真は昨年のものです。

　自転車は便利な乗り物ですが、昨年、市内では116件の自転車事故が発生しており、前年に比べて19件増加し
ています。左側通行や歩行者優先などの交通ルールを徹底することで、交通事故のリスクを減らすことができま
す。ルールを守って楽しく乗りましょう。
担当� 市民協働課　☎046（252）8158　5046（255）3550

自転車はルールを守って楽しく乗ろう

※新聞を購読されている方には、�新聞に折り込まれます。
○新規のお申し込み　申込専用電話　1046（252）8684（市政戦略課）
○届かない場合 （株）神奈川新聞総合サービス　70120（111）429 （無料）

希望者への「広報ざま」の戸別配布を実施中

　自転車運転の危険行為で 3
年以内に 2回以上摘発される
と「自転車運転者講習」の受
講が命じられます。
　受講には手数料がかかり、
命令に従わないと 5万円以下
の罰金刑に処せられます。酒酔い運転 夜間無灯火 並走 電話しながら運転

　自転車利用者は、自転車防犯登録が義務付けられています。（登録料550円。 7年間有効）犯罪防止の面からも、必ず自転車防
犯登録を行いましょう。

自転車
防犯登録

こんな運転は
自転車運転者講習

ダメ！

通行は原則車道で歩道は例外
車道は左側通行、歩道は車道寄りで歩行者優先

13歳未満の子どもはヘルメット着用

　※13歳未満の子どもと70歳以上の高齢者は歩道通行可。

　市では、歩行者および自転車運転者保護のために、市役所
西側の歩道に青色レーン（歩道内自転車通行位置表示）を設
置し、歩行者と自転車運転者の分離を図っています。

青色レーン
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ジ
（http://fishbow

lindex.
com
/zam
a/kokoro/index.

htm
l

） 
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　●
 

座
間
市
障
が
い
福
祉
課
（
月

曜
〜
金
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
）
1
０
４
６
（
２
５
２
）

７
１
３
２

　●
 

神
奈
川
県
精
神
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
（
月
曜
〜
金
曜
日
午
前

９
時
〜
午
後
９
時
）
7
０
１
２

０
（
８
２
１
）
６
０
６

　●
 

横
浜
い
の
ち
の
電
話
（　

時
２４

間
受
付
）
1
０
４
５（
３
３
５
）

４
３
４
３

　●
 

川
崎
い
の
ち
の
電
話
（　

時
２４

間
受
付
）
1
０
４
４（
７
３
３
）

４
３
４
３

自
殺
対
策
強
化
月
間

　

毎
年
、
自
殺
者
数
の
多
い
３

月
を
自
殺
対
策
強
化
月
間
と
定

め
、
啓
発
事
業
な
ど
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
３
月　

日
（
金
）

３０

ま
で
、
市
役
所
１
階
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
へ
普
及
啓
発
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

　

自
殺
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、 

自
殺
を
考
え
て
い
る
方
の
「
心

の
サ
イ
ン
」
に
気
付
き
、
話
し

を
聴
き
、専
門
機
関
に
つ
な
ぎ
、

見
守
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
自

殺
対
策
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

心
の
サ
イ
ン

　

自
殺
を
考
え
て
い
る
方
に
は
、 

気
分
が
沈
む
、自
分
を
責
め
る
、

仕
事
の
能
率
が
落
ち
る
、
決
断

で
き
な
い
、
不
眠
が
続
く
な
ど

の
「
心
の
サ
イ
ン
」
が
あ
り
ま

す
。

　

周
囲
の
方
の
変
化
に
敏
感
に

な
り
、
「
心
の
サ
イ
ン
」
に
気

付
い
た
ら
、
自
身
の
で
き
る
範

囲
で
声
を
掛
け
る
な
ど
し
ま
し

ょ
う
。

「
死
に
た
い
」
と

相
談
を
受
け
た
ら

　

あ
な
た
を
信
頼
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
打
ち
明
け
た
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
、
話
を
そ
ら
す
、

一
方
的
に
説
得
す
る
、
安
易
な

解
決
策
で
励
ま
す
な
ど
の
対
応

は
避
け
ま
し
ょ
う
。

　

相
談
を
受
け
た
方
も
、
一
人

で
抱
え
ず
に
専
門
機
関
に
相
談

す
る
な
ど
し
ま
し
ょ
う
。

相
談
窓
口

　

自
殺
対
策
に
は
、
次
の
相
談

窓
口
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市

で
は
、
自
殺
対
策
ホ
ー
ム
ペ
ー

こここここここここここここここここころろろろろろろろろののののののののの
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自
殺
予
防　
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い
の
ち
を
支
え
る　

い
の
ち
を
守
る

　市では、救急時に救急隊員が
医療情報を確認できるように
「かかりつけ医」「薬剤情報」
「持病」などの医療情報を専用
の容器に入れ、自宅の冷蔵庫に
保管するための「救急医療情報
キット」を無料で配布していま
す。
○対　象　６５歳以上の方、障が
いのある方

○入手方法　直接担当へ
※来庁が困難な方には郵送しますので、担当へお問い合わせください。

担当　　　　　　　　　福祉長寿課　1０４６（２５２）７１２７　5０４６（２５２）８２３８

　

手
話
表
現
の
上
達
お
よ
び
県

手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
・
認

定
試
験
に
向
け
た
実
技
演
習
を

行
う
手
話
通
訳
者
養
成
講
座（
① 

上
級
②
実
践
③
認
定
試
験
対
策
） 

を
開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

①
７
月　

日
〜
平

２０

成　

年
２
月
１
日
の
間
で　

３１

１５

回
②
４
月　

日
〜
７
月
６
日

２０

の
間
で　

回
③
９
月　

日
〜

１０

１４

　

月　

日
の
間
で　

回
い
ず

１１

２７

１０

れ
も
金
曜
日
午
後
７
時　

分
３０

〜
９
時
（
一
部
例
外
有
り
）

　

※
受
講
希
望
者
は
、
４
月　
１３

日
（
金
）
午
後
７
時　

分
か

３０

ら
の
説
明
会
、
面
接
試
験
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

○
と
こ
ろ　

北
地
区
文
化
セ
ン

タ
ー
他

○
対　

象　

市
内
に
在
住
す
る

①
養
成
講
座
基
礎
課
程
修
了

者
（
見
込
・
同
等
技
術
習
得

者
を
含
む
）
②
養
成
講
座
課

程
を
修
了
し
た
２
年
以
上
の

学
習
経
験
者
③
県
手
話
通
訳

者
認
定
試
験
受
験
資
格
の
あ

る
方

○
定　

員　

①　

人
②
③
無
し

２０

○
申
込
方
法　

３
月　

日（
木
）

１５

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

障
が
い
福
祉
課　
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）7
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7
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歳
を
重
ね
る
と
筋
力
、
認
知

機
能
な
ど
心
身
の
活
力
が
低
下

し
た
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
状
態

に
な
り
や
す
く
、
多
く
の
方
は

同
状
態
を
経
て
要
介
護
状
態
に

至
り
ま
す
。

　

東
京
大
学
が
開
発
し
た
同
状

態
を
早
期
に
発
見
す
る
プ
ロ
グ

ラ
ム
「
フ
レ
イ
ル
チ
ェ
ッ
ク
」

を
行
い
ま
す
。
素
足
で
行
う
測

定
が
あ
る
の
で
、
膝
下
を
露
出

さ
せ
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

○
と　

き　

３
月　

日
（
木
）

２２

午
後
１
時　

分
〜
４
時

３０

○
と
こ
ろ　

サ
ニ
ー
プ
レ
イ
ス

座
間（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

３
階　

多
目
的
室

○
対　

象　
　

歳
以
上
の
方

６５

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２５

○
参
加
費　

無
料

○
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
飲
み

物
○
申
込
方
法　

３
月　

日（
水
）

１４

ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

シ
ニ
ア
の
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク

シ
ニ
ア
の
健
康
状
態
チ
ェ
ッ
ク

フフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフフ
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気
軽
に
参
加
で
き
る
介
護
予

防
に
役
立
つ
運
動
や
講
話
を
行

う
「
つ
き
い
ち
教
室
」
は
左
表

の
通
り
で
す
（
上
履
き
持
参
）。

○
対　

象　

お
お
む
ね　

歳
以

６５

上
の
方
（
見
守
り
や
介
助
が

必
要
な
方
を
除
く
）

○
参
加
方
法　

当
日
直
接
会
場

へ

ところと　き

相武台コミュニ
ティセンター

午後１時１５分
　～２時４５分３月７日（水）

栗原コミュニテ
ィセンター

午前１０時
　～１１時３０分

３月８日（木）
東建座間ハイツ
集会室

午後１時４５分
　～３時１５分

新田宿・四ツ谷
コミュニティセ
ンター

午前１０時
　～１１時３０分

３月１３日（火）

立野台コミュニ
ティセンター

午後１時４５分
　～３時１５分

相模が丘コミュ
ニティセンター

午前１０時
　～１１時３０分

３月２０日（火）
東原コミュニテ
ィセンター

午後１時４５分
　～３時１５分

小松原コミュニ
ティセンター

午前１０時
　～１１時３０分

３月２３日（金） ひばりが丘コミ
ュニティセンタ
ー

午後１時１５分
　～２時４５分

担
当 

介
護
保
険
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
8
4

 

5
0
4
6（
2
5
2
）8
2
3
8

シ
ニ
ア
の
運
動
教
室

シ
ニ
ア
の
運
動
教
室 

つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
ききききききききききききききききききききききききききききききききききききききき
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちち
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室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室

配布している救急医療情報キット

　市では、「こころの相談支援セ
ンターnoued」を開所し、 専門の
相談員が自殺対策を含めた心の相
談を窓口および電話などで受け付
けています。相談が重なると電話
がつながりにくくなります。詳し
くは、担当へお問い合わせくださ
い。
○受付時間　午前９時３０分～午後
５時（日曜日を除く）
○問い合わせ先　こころの相談支
援センターnoued （緑ケ丘４－
８－５）1０４６（２６６）１３２１

救救救救救救救救救救救急急急急急急急急急急急医医医医医医医医医医医療療療療療療療療療療療情情情情情情情情情情情報報報報報報報報報報報キキキキキキキキキキキッッッッッッッッッッットトトトトトトトトトト



市マスコット
キャラクター
  「ざまりん」

0120（867）860（通話料無料）
※つながらない場合は☎03（5524）8500へ、
聴覚障がい者は専用ファクス503（3562）8435へ
（通話・通信料発信者負担）。
担当　医療課　☎046（252）7295　5046（252）7043

座間市24時間健康電話相談2

担当　健康づくり課 　☎046（252）7225　 046（255）3550
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とき＝ 3月 6 日（火）午後 1時～ 2 時　ところ＝
市民健康センター　対象＝平成26年 9 月生まれ　
持ち物＝個別通知に記載

とき＝ 3月20日（火）午後 2時～ 3 時30分（午後
1時20分～ 1 時45分受け付け）　ところ＝市民健
康センター　内容＝離乳食の作り方と進め方、育
児について　対象＝おおむね 7 ～ 8 カ月児とその
保護者　定員＝20人（申込順）　持ち物＝母子健
康手帳、ティースプーン　申込方法＝電話で担当
へ

とき＝① 3月 2 日（金）②19日（月）いずれも午
前 9時30分～10時30分受け付け　ところ＝①北地
区文化センター②市民健康センター　内容＝尿検
査、身体・血圧・体脂肪測定、健康相談、禁煙相
談（ 1カ月以内に禁煙を始めたい方。要予約）　
持ち物＝健康手帳　参加方法＝直接会場へ

３歳６カ月児健康診査

もぐもぐ教室

健康相談

とき＝① 3月 5 日（月）②14日（水）午後 1時15
分～ 2 時15分受け付け（時間厳守）　ところ＝市
民健康センター　対象＝①平成29年 8 月生まれ②
9月生まれ（対象者には個別通知）と対象月に受
けられなかった 1歳未満児

とき＝① 3月 2 日② 9 日いずれも金曜日午前 9時
30分～10時30分受け付け　ところ＝①北地区文化
センター②ひばりが丘コミュニティセンター　内
容＝身体測定、食事・発育・育児相談　持ち物＝
母子健康手帳　参加方法＝直接会場へ

とき＝ 3月20日（火）午前10時～11時30分（午前
9時30分～ 9 時50分受け付け）　ところ＝市民健
康センター　内容＝離乳食の作り方と進め方、子
どもの発達や予防接種について　対象＝おおむね
5～ 6 カ月児とその保護者　定員＝20人（申込順）
持ち物＝母子健康手帳、ティースプーン　申込方
法＝電話で担当へ

ＢＣＧ接種

育児相談

赤ちゃん教室

とき＝ 3月13日（火）午後 0時30分～ 1 時30分　
ところ＝市民健康センター　対象＝平成29年11月
生まれ

　市では、指定医療機関を定め、無料で健康診査
を実施しています。対象者には個別通知をします
ので、あらかじめ医療機関に電話連絡の上、母子
健康手帳を持参し受診してください。

◆内科　とき＝対象者に個別通知　ところ＝指定
医療機関　対象＝平成28年 8 月生まれ
◆歯科　とき＝ 3月 7 日・14日いずれも水曜日午
前 9時30分～10時30分　ところ＝市民健康センタ
ー　対象＝平成28年 7 月生まれ

とき＝ 3月28日（水）午後 1時～ 2 時受け付け　
ところ＝市民健康センター　対象＝平成28年 2 月
生まれ　持ち物＝個別通知に記載

４カ月児健康診査

８～ 10カ月児健康診査

１歳６カ月児健康診査

２歳児歯科健康診査

※聴覚障がいのある方の問い合わせ先　5119 
※救急診療は、急病で困ったときにご利用ください。
※基本的に救急診療は応急処置を行いますので、後日かかりつけの病院などで必ず診察を受けてください。
※電話をかける場合は電話番号をお確かめの上、お間違えのないようご注意ください。

◆夜 間

月曜～金曜日    ：午後 7時～ 9時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6 時～ 9時45分

休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（252）9090内 科

午後 6時～10時 （診療時間）外 科
月曜～金曜日    ：午後 7時～ 9時45分
土曜・日曜日、祝・休日：午後 6 時～ 9時45分

休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（255）9933小児科

（外科系を除く）

受付時間診療場所電話番号診療科目

消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。

◆休日（日曜日・祝日）昼間
受付時間診療場所電話番号診療科目

午前 9 時～11時45分、午後 2時～ 4時45分休日急患センター
（市民健康センター１階）

1046（252）9090内科・外科
午前 9 時～11時45分、午後 2時～ 4時30分1046（252）8217歯 科

耳鼻咽喉科・ 午前9時～正午、午後 2時～5 時（診療時間）消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。婦人科・眼科

午前9 時～11時45分、午後2時～4 時45分休日急患センター
（市民健康センター１階）1046（255）9933小児科

（外科系を除く）

救急診療 担当 医療課　1046（252）7295　5046（252）7043

◆深 夜

午後10時～翌日午前 8時消防テレホンサービス1046（251）0119でご確認ください。　内科・外科

小児救急情報センター1046（255）9933でご確認ください。小児科
（外科系を除く）

受付時間診療場所診療科目

午後10時～翌日午前 7時
 （重病の場合は午前 8 時）

　市では、高齢者肺炎球菌の予防接種を実施
しています。この予防接種は義務ではないの
で、副反応などを理解し、不明点を医師や担
当へ相談をしてから接種してください。また、
市指定医療機関以外での接種は全額自己負担
となりますが、市が認める事情がある方は払
戻対象となる場合があります。詳しくは、担
当へお問い合わせください。
○対　象　市に住民登録があり、65歳以上ま
たは60～64歳で心臓・腎臓・呼吸器機能で
身体障害者 1級に該当する方（ 1回接種し
た方は対象外）

○費　用　 3 千円（市民税非課税世帯の方は
1,500円、生活保護受給者は無料）

○接種方法　健康保険証を持参し、市指定医
療機関で接種

担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　5046（255）3550

　市では、子どもの予防接
種スケジュールの管理や通
知などをするサービス「ざ
まりんのほけんだより」を
提供しています。子育てに
役立つ情報も閲覧できます
ので、ぜひご利用ください。サービス内容・
登録方法について詳しくは、予防接種スケジ
ュール管理システム（http://zama.city-hc.
jp/）をご覧ください（上図二次元バーコード
からアクセス可）。
担当� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　5046（255）3550

高齢者肺炎球菌ワクチン

ざまりんのほけんだより

　平成29年度の①特定健康診査（40～74歳）、
②国保健康診査（35～39歳）および③後期高齢
者健康診査（75歳以上）は、 3月31日（土）に
終了します。
○受診方法　平成29年 5 ・ 6 月に郵送した受診
券と健診票、被保険者証を持参し、市指定医
療機関で受診（市への申込不要）
　※受診券や健診票をなくした方は再発行しま
すので、各担当へお問い合わせください。
　※市指定医療機関は、受診券と健診票に同封
した資料をご覧ください。

特定健康診査などの受診はお早めに

○費　用　① 2千円（平成29年度市民税非課税
世帯の方は無料）② 2千円③無料

　※受診できる内容は、 1万 2千円相当のもの
です。

担当� 特定健康診査・国保健康診査について
� 国保年金課
� ☎046（252）7672　5046（252）7043
� 後期高齢者健康診査について
� 健康づくり課
� ☎046（252）7225　5046（255）3550
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平
成　

年
分
の
所
得
税
、
復

２９

興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
の
申

告
・
納
税
期
限
は
３
月　

日 
１５

（
木
）
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
お
よ
び
地
方
消
費
税
は
４
月

２
日
（
月
）
で
す
。

　

な
お
、
振
替
納
税
の
納
付
日

は
、
所
得
税
な
ど
が
４
月　

日
２０

（
金
）
、
個
人
事
業
者
の
消
費

税
な
ど
が
４
月　

日
（
水
）
で

２５

す
。
振
替
納
税
を
希
望
す
る
方

は
、
納
税
期
限
ま
で
に
、
大
和

税
務
署
（
大
和
市
中
央
５－

　
１４

－

　

）
へ
「
預
貯
金
口
座
振
替

２２
依
頼
書
兼
納
付
書
送
付
依
頼
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先

ま
た
は
担
当
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先　

大
和
税
務

署　

1
０
４
６
（
２
６
２
）

９
４
１
１

申申申申申申申申申申申
告告告告告告告告告告告
書書書書書書書書書書書
ののののののののののの
郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵
送送送送送送送送送送送

　

確
定
申
告
書
な
ど
を
郵
送
す

る
方
は
、
封
筒
に
差
出
人
（
申

告
者
）
の
住
所
と
氏
名
を
明
記

し
、
郵
便
ま
た
は
信
書
便
で
〒

２
４
２－

８
５
６
７
大
和
市
中

央
５－

　

－

　

大
和
税
務
署
宛

１４

２２

て
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

税
務
署
の
受
付
印
が
必
要
な

場
合
は
、
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
で

記
入
し
た
申
告
書
の
控
え
と
所

要
額
の
切
手
を
貼
っ
た
返
信
用

封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
３
月　

日
（
木
）
ま
で
、
市

１５

役
所
５
階
５－

１
会
議
室
で
所

得
税
な
ど
の
確
定
申
告
書
の
提

出
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
（
相

談
不
可
）
。

　

①
〜
④
の
軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
４
月
１
日
現
在
の
所
有
者

に
課
税
し
ま
す
。
次
の
場
合
な

ど
は
、
３
月　

日
（
金
）
ま
で

３０

に
変
更
ま
た
は
廃
車
な
ど
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　●
 

３
月
中
に
市
外
へ
転
出
す
る
。

　●
 

譲
っ
た
ま
た
は
譲
り
受
け
た
。

　●
 

盗
ま
れ
た
ま
た
は
紛
失
中（
警

察
届
出
済
）
。

　●
 

処
分
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ

ー
ト
が
残
っ
て
い
る
。

　●
 

所
有
者
が
亡
く
な
っ
た
。

①
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５

㏄
以
下
）
、
小
型
特
殊
自
動
車

○
申
請
場
所　

市
役
所
２
階
市

民
税
課

○
申
請
方
法　

▽
廃
車
＝
ナ
ン

バ
ー
プ
レ
ー
ト
、
標
識
交
付

証
明
書
、
印
を
持
参
▽
譲
渡

（
市
内
在
住
者
同
士
の
名
義

変
更
）＝
標
識
交
付
証
明
書
、

新
所
有
者
の
印
、
旧
所
有
者

か
ら
の
譲
渡
証
明
書
を
持
参

②
二
輪
の
軽
自
動
車
（
１
２
６

〜
２
５
０
㏄
）

○
申
請
場
所　

軽
自
動
車
協
会

相
模
支
所
（
愛
甲
郡
愛
川
町

中
津
字
桜
台
４
０
７
１－

　

）
３３

1
０
５
０
（
５
５
４
０
）
２

０
３
７

③
二
輪
の
小
型
自
動
車
（
２
５

１
㏄
以
上
）

○
申
請
場
所　

神
奈
川
運
輸
支

局
相
模
自
動
車
検
査
登
録
事

務
所
（
愛
甲
郡
愛
川
町
中
津

字
桜
台
７
１
８
１
）
1
０
５

０
（
５
５
４
０
）
２
０
３
７

④
三
・
四
輪
の
軽
自
動
車
（
６

６
０
㏄
以
下
の
貨
物
・
乗
用
車
）

○
申
請
場
所　

軽
自
動
車
検
査

協
会
神
奈
川
事
務
所
相
模
支

所
（
愛
甲
郡
愛
川
町
中
津
字

桜
台
４
０
７
１－

５
）
1
０

５
０（
３
８
１
６
）３
１
２
０

※
②
〜
④
の
申
請
方
法
は
、
申

請
場
所
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

職
場
の
健
康
保
険
加
入
者
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、
在
留
期
間

３
カ
月
以
下
の
外
国
籍
の
方
な

ど
を
除
く
、
全
て
の
方
は
国
民

健
康
保
険
の
加
入
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

加
入
の
必
要
が
な
い
方
を
除

き
、
市
内
在
住
の
国
民
健
康
保

険
未
加
入
者
は
、
職
場
の
健
康

保
険
資
格
喪
失
証
明
書
や
退
職

証
明
書
な
ど
を
市
役
所
１
階
国

保
年
金
課
へ
持
参
し
、
加
入
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
が
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

に
加
入
し
た
場
合
は
、
新
し
い

被
保
険
者
証
を
持
参
し
、
脱
退

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、

加
入
届
出
日
で
は
な
く
、
加
入

要
件
を
満
た
し
た
日
に
な
る
た

め
、
手
続
き
が
遅
れ
る
と
加
入

日
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
国
民
健

康
保
険
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

座
間
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
で
は
、
非
営
利
で
市
民

活
動
を
行
う
団
体
な
ど
を
支
援

し
て
い
ま
す
。

　

４
月　

日
（
金
）
午
後
３
時

２７

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
へ
登
録
す

る
と
、
平
成　

年
度
の
サ
ー
ク

３０

ル
・
団
体
情
報
誌
「
ざ
ま
っ
と

ガ
イ
ド
」
に
情
報
掲
載
が
で
き

ま
す
。

　

な
お
、
現
在
登
録
中
の
団
体

も
更
新
が
必
要
で
す
。

○
登
録
方
法　

ざ
ま
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
プ
ラ
ザ
（
ふ
れ
あ
い
会

館
）
１
階　

座
間
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

配
布
す
る
登
録
申
請
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
直
接
問

い
合
わ
せ
先
へ

○
更
新
方
法　

郵
送
な
ど
で
お

渡
し
し
た
更
新
申
請
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
直
接
問

い
合
わ
せ
先
へ

○
問
い
合
わ
せ
先　

座
間
市
民

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

1
０
４
６
（
２
５
５
）
０
２

０
１　

5
０
４
６（
２
５
５
）

３
２
４
３

国国
民民
健健
康康
保保
険険
のの
加加
入入
・・
脱脱
退退

担
当 

国
保
年
金
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
0
0
3

 

5
0
4
6（
2
5
2
）7
0
4
3

座座
間間
市市
民民
活活
動動

ササ
ポポ
ーー
トト
セセ
ンン
タタ
ーー
へへ
のの
登登
録録

担
当 

市
民
協
働
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）7
9
6
6

 

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

所所
得得
税税
なな
どど
のの
申申
告告
・・
納納
税税
期期
限限
にに

ごご
注注
意意
をを

担
当 

市
民
税
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
8
3
3

 

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

担
当 

市
民
税
課　

1
0
4
6（
2
5
2
）8
0
0
4

 

5
0
4
6（
2
5
5
）3
5
5
0

　市民の交流やボランテ
ィア活動を支援する目的
で、サニープレイス座間
（総合福祉センター）の
会議室などを貸し出して
います。
　利用には、事前申込が
必要です。詳しくは、問
い合わせ先または担当へ
お問い合わせください。
○利用方法　サニープレイス座間２階市社会福祉協議会で配布する利用
申込書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を明記し、
使用料を添えて直接同協議会へ（３カ月前から申込可）
　※前納された使用料は原則還付できません。

登録団体の使用料免除
　平成３０年度に社会福祉活動を行う登録団体は、利用内容によって
使用料が免除となる場合があります。
　団体の登録有効期間は、４月１日～翌年３月３１日となり、毎年度
登録が必要です。利用申請を行う１４日前をめどに申請してください。
○登録方法　サニープレイス座間２階市社会福祉協議会で配布する
団体登録申請書に必要事項を明記し、団体会則、構成員名簿、活
動報告書、収支報告書を添えて直接同協議会へ

○問い合わせ先　市社会福祉協議会　1０４６（２６６）１２９４　5０４６（２６６）２００９

担当 福祉長寿課
1０４６（２５２）８２４７　5０４６（２５２）８２３８

使用料（１時間当たり）
使用人数使用場所 午後５時

　～１０時
午前９時～
午後５時

２５０円２１０円約３０人
会議室

講習室

３７０円３１０円約５０人研修室

１，２６０円１，０５０円約１６０人多目的室
（全室）

６３０円５２０円約８０人多目的室
（２分の１室）

�

�

�

�

�����������������������������������

�����������������������������������
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� �
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� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

ごごごごごごごごごごご利利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用用くくくくくくくくくくくだだだだだだだだだだださささささささささささいいいいいいいいいいい「「「「「「「「「「「サササササササササササニニニニニニニニニニニーーーーーーーーーーープププププププププププレレレレレレレレレレレイイイイイイイイイイイススススススススススス座座座座座座座座座座座間間間間間間間間間間間」」」」」」」」」」」

いいささままメメーールル
　市では、市内で発生した地震情報、建
物火災、行方不明者、不審者、光化学ス
モッグ、イベント中止、その他の緊急情
報を電子メールで配信する「座間市緊急
情報いさまメール」を開設しています。
登録方法
　スマートフォン、携帯電話などでＵＲ
Ｌ（http://www.anshin-bousai.net/ 
zama/） を入力または右
図の二次元バーコードか
ら登録ができます。
　迷惑メール防止の設定
などをしていると受信で
きない場合があります。
詳しくは、担当へお問い合わせください。
※登録されたメールアドレスは、厳重に
管理し、緊急情報以外で電子メールを送
信することはありません。
○登録費用　無料
　※電子メールの受信に掛かる通信料お
よびインターネットの接続に伴う費用
は、各自の負担になります。
担当 危機管理課

1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

軽
自
動
車
の
変
更
と
廃
車
な
ど
は

３
月

日
ま
で
に

30

軽
自
動
車
の
変
更
と
廃
車
な
ど
は

３
月

日
ま
で
に

30
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市
で
は
、
「
火
の
用
心　

こ

と
ば
を
形
に　

習
慣
に
」
を
統

一
標
語
と
し
た
毎
年
３
月
１
日

か
ら
３
月
７
日
に
実
施
す
る「
春

の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
に
合

わ
せ
て
、
市
内
巡
回
や
住
宅
防

火
診
断
な
ど
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
同
運
動
期
間
中
に
は
、
全

国
山
火
事
防
止
運
動
、
車
両
火

災
予
防
運
動
も
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
消
火
器
や
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
・
取
り

扱
い
な
ど
を
確
認
し
、
火
災
予

防
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。期

間
中
の
主
な
行
事

◆
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　

市
内
の
小
・
中
学
生
の
描
い

た
防
火
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
し
ま

す
。

○
と　

き　

３
月
７
日
（
水
）

ま
で
午
前
８
時　

分
〜
午
後

３０

５
時　

分
（
土
曜
・
日
曜
日

１５

は
除
く
）

○
と
こ
ろ　

市
消
防
庁
舎
４
階

展
示
コ
ー
ナ
ー

◆
街
頭
広
報

　

火
災
予
防
に
関
す
る
チ
ラ
シ

な
ど
を
配
布
し
ま
す
。

○
と　

き　

３
月
２
日
（
金
）

○
と
こ
ろ　

小
田
急
線
座
間
駅
・ 

相
武
台
前
駅

火
災
の
原
因

　

市
内
で
は
、
放
火
お
よ
び
放

火
の
疑
い
、
配
線
火
災
を
原
因

と
す
る
火
災
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

放
火
に
よ
る
火
災

　

放
火
に
よ
る
火
災
は
、
不
特

定
の
者
が
出
入
り
で
き
る
人
目

に
付
か
な
い
場
所
で
発
生
す
る

こ
と
が
多
く
、
建
物
と
そ
の
周

辺
の
物
に
放
火
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
深
夜
か
ら
明
け
方
に

か
け
て
の
発
生
が
特
に
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　

放
火
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

地
域
ぐ
る
み
で
の
予
防
対
策
が

重
要
で
す
。
火
災
に
対
す
る
危

機
感
を
持
ち
、
地
域
の
住
民
同

士
で
協
力
し
て
予
防
対
策
を
図

り
ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
対
策

　●
 

家
の
周
り
を
整
理
整
頓
す
る
。

　●
 

死
角
と
な
る
場
所
に
燃
え
や

す
い
も
の
を
置
か
な
い
。

　●
 

物
置
や
倉
庫
な
ど
、
普
段
人

が
い
な
い
場
所
に
は
鍵
を
か
け

る
。

配
線
火
災

　

配
線
火
災
は
、
ほ
こ
り
を
原

因
と
し
て
発
生
す
る
場
合
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
セ
ン

ト
周
り
を
定
期
的
に
清
掃
し
、

ほ
こ
り
が
溜
ま
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
プ
ラ
グ

が
脱
落
し
て
い
な
い
か
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◆
予
防
対
策

　●
 

「
タ
コ
足
配
線
」を
し
な
い
。

　●
 

コ
ン
セ
ン
ト
の
清
掃
、
プ
ラ

グ
の
確
認
を
す
る
。

設
置
し
ま
し
た
か

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
感

知
器
を
壁
や
天
井
に
取
り
付
け

る
こ
と
で
、
火
災
の
初
期
に
発

生
す
る
熱
や
煙
を
感
知
し
、
警

報
音
や
音
声
に
よ
り
知
ら
せ
、

逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者
を
減
ら

す
も
の
で
、
消
防
法
に
よ
っ
て

全
て
の
住
宅
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

設
置
の
有
無
だ
け
で
な
く
、

電
池
切
れ
な
ど
の
点
検
も
定
期

的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。
設

置
基
準
な
ど
詳
し
く
は
、
担
当

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
適
正

に
設
置
し
た
場
合
、
各
保
険
会

社
の
火
災
保
険
な
ど
の
割
引
や

助
成
の
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
保
険

会
社
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。悪

質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
を

　

消
防
署
の
職
員
が
住
宅
用
火

災
警
報
器
な
ど
の
物
品
を
販
売

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　

平
成　

年
に
市
内
で
は　

件
の
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
火
災
の
危
険
性
を
把
握
し
、
火
災
に

２９

２１

遭
わ
な
い
環
境
づ
く
り
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

担
当 

消
防
本
部
予
防
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
1
8
7　

5
0
4
6（
2
5
6
）3
2
2
5

春春
のの
全全
国国
火火
災災
予予
防防
運運
動動

　

市
で
は
、
平
成　

年
４
月
に

２４

座
間
市
環
境
基
本
条
例
を
施
行

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、

毎
年
「
座
間
市
環
境
基
本
計
画

年
次
報
告
書
」
を
作
成
し
て
お

り
、
こ
の
た
び
「
座
間
市
環
境

基
本
計
画
年
次
報
告
書
（
平
成

　

年
度
実
績
報
告
）
」
を
刊
行

２８し
ま
し
た
。
同
報
告
書
は
市
役

所
４
階
環
境
政
策
課
の
他
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き

ま
す
の
で
活
用
く
だ
さ
い
。

座
間
市
環
境
基
本
計
画

年
次
報
告
書
概
要

　

座
間
市
環
境
基
本
計
画
は
、

市
の
望
ま
し
い
環
境
像
を
実
現

す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
、
６

分
野
の
「
基
本
目
標
」
を
設
定

す
る
と
と
も
に
、
環
境
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
と

基
本
目
標
の
達
成
状
況
の
目
安

と
な
る
、
「
重
点
的
な
環
境
目

標
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
年

次
報
告
書
は
、
目
標
の
達
成
状

況
や
実
績
を
取
り
ま
と
め
た
も

の
で
す
。
ま
た
、
資
料
編
と
し

て
、市
内
に
お
け
る
大
気
汚
染
、

水
質
汚
濁
、
騒
音
、
振
動
、
地

下
水
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の
状

況
に
つ
い
て
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。

　

事
業
所
や
防
災
組
織
な
ど
で

応
急
手
当
て
を
説
明
す
る
「
応

急
手
当
普
及
員
」
を
養
成
す
る

講
座
を
行
い
ま
す
。

○
と　

き　

３
月
７
日
（
水
）

〜
９
日
（
金
）
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
（
３
日
間
）

○
と
こ
ろ　

市
消
防
庁
舎
４
階

救
急
講
習
室

○
対　

象　

中
学
生
以
上
、
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
す
る
普

通
・
上
級
救
命
講
習
修
了
者

　

※
子
ど
も
連
れ
で
の
受
講
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

１０

○
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
昼
食

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

　

心
肺
が
停
止
し
た
人
と
居
合

わ
せ
た
と
き
に
応
急
手
当
て
の

知
識
が
あ
れ
ば
、命
を
救
う「
救

命
処
置
」
が
行
え
ま
す
。
応
急

手
当
て
は
、
難
し
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
い
ざ
と
い

う
時
に
備
え
て
応
急
手
当
て
の

方
法
を
学
び
ま
し
ょ
う
。

○
と　

き　

３
月　

日
（
日
）

１１

午
後
１
時　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

（
午
後
１
時　

分
か
ら
受
け

１５

付
け
）

○
と
こ
ろ　

市
消
防
庁
舎
４
階

救
急
講
習
室

○
内　

容　

応
急
手
当
の
重
要

性
、
人
工
呼
吸
、胸
骨
圧
迫
、

自
動
体
外
式
除
細
動
器
（
Ａ

Ｅ
Ｄ
）
の
使
用
、
大
出
血
時

の
止
血
法
習
得

○
対　

象　

中
学
生
以
上
、
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

　

※
子
ど
も
連
れ
で
の
受
講
は

で
き
ま
せ
ん
。

○
定　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

○
持
ち
物　

筆
記
用
具

○
申
込
方
法　

電
話
、
フ
ァ
ク

ス
ま
た
は
直
接
担
当
へ

担
当 

消
防
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

 

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

応応
急急
手手
当当
普普
及及
員員
講講
習習

担
当 

消
防
管
理
課　

1
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
1

 

5
0
4
6（
2
5
6
）2
2
1
5

普普
通通
救救
命命
講講
習習

　

市
で
は
、
登
録
し
た
団
体
が

行
っ
た
環
境
美
化
活
動
に
対
し

て
報
奨
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
登
録
を
し
た
団

体
が
地
域
の
清
掃
活
動
な
ど
を

行
っ
た
場
合
、
そ
の
活
動
に
応

じ
て
報
奨
金
を
交
付
す
る
も
の

で
す
。報
奨
金
を
受
け
る
に
は
、

事
前
に
団
体
登
録
な
ど
が
必
要

で
す
。
平
成　

年
度
に
活
動
を

３０

行
う
場
合
は
、
３
月　

日（
金
）

３０

ま
で
に
団
体
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
担
当
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
登
録
で
き
る
団
体
】

　

市
民
で
構
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地場産野菜がいっぱい
ざま市民朝市

とき＝３月１１日・２５日いずれも日曜
日午前７時～売り切れ次第終了（雨
天決行）　ところ＝市役所ふれあい
広場（雨天時は市役所１階アトリウ
ム）　販売品＝地場産野菜、農産物
加工品、肉、花き、市特産品など　
持ち物＝買い物袋
担当 農政課

1０４６（２５２）７６０１　5０４６（２５５）３５５０

第２回　市小学生卓球教室

とき＝４月１４日、５月１２日、６月９
日、７月２７日、８月１１日、９月８日
いずれも土曜日（７月２７日を除く）
午後１時～３時（全６回）　ところ
＝スカイアリーナ座間（市民体育館）
３階大体育室　対象＝市内在住の小
学生　持ち物＝ラケット、上履き、
タオル、飲み物、運動可能な服装　
参加費＝千円（初日に会場で徴収） 
定員＝３０人（申込順）　申込方法＝
３月３１日（土）午後６時までに氏名、
性別、学校名、学年、住所、電話番
号を記入の上、ファクスまたは電子
メールで問い合わせ先へ　問合せ先
＝座間市卓球協会（座間卓球センタ
ー内〒２５２－００２１　緑ケ丘３－２７－７） 
15０４６（２５４）９６６１　� zamataku@ 
kuh.biglobe.ne.jp
担当 スポーツ課

1０４６（２５２）８１７７　5０４６（２５５）３５５０

ロビーコンサート～情景の奏で

とき＝３月１４日（水）午後０時３０分
～０時５０分　ところ＝市役所１階市
民サロン　曲目＝花の歌（ランゲ）、
月の光（ドビュッシー）　演奏者＝
▽ピアノ＝戸井田実帆さん　入場＝
自由
担当 生涯学習課

1０４６（２５２）８４７６　5０４６（２５２）４３１１

生活支援サービス担い手養成講座
あなたのチカラを地域で活かそう

　生活支援サービス（見守り、買い
物・外出支援など）に関心のある方、
担い手として協力できる方を対象に
講座を開催します。
とき＝３月２１日（水）午前９時３０分
～午後４時３０分　ところ＝サニープ
レイス座間（総合福祉センター）３
階多目的室　講師＝ＮＰＯ法人よこ
はま地域福祉研究センター　定員＝
８０人（申込順）　持ち物＝筆記用具、
弁当（希望者は３００円で注文可）　参
加費＝無料　申込方法＝電話、ファ
クスまたは電子メールで問い合わせ
先へ　問い合わせ先＝同センター1 

０４５（２２８）９１１７5０４５（２２８）９１１８ �top 

の皆さんが入賞しました（敬称略）。
ポスターの部（入賞）＝竹内拓音（旭
小学校）　書道の部（入賞）＝広井
心優（栗原小学校）、鈴木実和子（栗
原小学校）、泉ルイ（座間小学校）
担当 経営総務課

1０４６（２５２）７４８０　5０４６（２５７）４１５５

教育委員会３月定例会

とき＝３月２８日（水）午後４時から 
ところ＝市役所５階教育委員会室　
※議題や傍聴については、担当へお
問い合わせください。
担当 教育総務課

1０４６（２５２）８３４７　5０４６（２５２）４３１１

３月の移動図書館
ひまわり号巡回日程

▼東原共同住宅８号棟前＝１日・１５
日・２９日午前１０時３０分～１１時３０分▼
入谷小学校＝１日・１５日午後２時５０
分～３時４０分▼栗原小学校＝２日・
１６日午後２時４５分～３時３５分▼ひば
りが丘南児童館＝３日・１７日・３１日
午後２時３０分～３時３０分▼東原第３
公園＝７日・２８日午前１０時３０分～１１
時３０分▼中原小学校＝７日午後２時
５０分～３時４０分▼小松原１丁目児童
遊園地＝８日・２２日午前１０時３０分～
１１時３０分▼相武台東小学校＝８日午
後２時５０分～３時４０分▼カーサ相模
台Ｈ号棟前＝９日・２３日午前１０時３０
分～１１時３０分▼東原小学校＝９日午
後２時５５分～３時４５分▼相模野小学
校＝１４日午後２時５５分～３時４０分
担当 図書館

1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

交通事故件数

各年１月１日～１月３１日
（物件事故を含まず）

�

防災対策セミナー

とき＝３月２３日（金）午後７時～８
時３０分　ところ＝ハーモニーホール
座間（市民文化会館）２階大会議室 
内容＝市内で起こりうる災害の把握
と地域での防災対策　定員＝６０人（申
込順）　参加費＝無料　申込方法＝
３月１９日（月）までに電話、ファク
スまたは直接担当へ
担当 危機管理課

1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３
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防災行政無線による
緊急情報の全国一斉伝達訓練

　全国瞬時警報システム（Ｊアラー
ト）から送られてくる緊急情報を、
市の防災行政無線を用いて確実に市
民の皆さんへ伝えるための伝達訓練
を実施します。Ｊアラートは、地震
や武力攻撃などの災害時に、国が人
工衛星などを用いて瞬時に緊急情報
を伝達するシステムです。
とき＝３月１４日（水）午前１１時から 
放送内容＝「これはＪアラートのテ
ストです」を３回繰り返した後に、
「こちらは防災ざまです」
担当 危機管理課

1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

市地域防災推進員を募集

　市民の防災・減災意識の高揚、自
主防災組織の育成を目的に、市地域
防災推進員を募集します。市内に居
住し、防災・減災活動に興味のある
方は、ぜひご応募ください。
応募方法＝市役所３階危機管理課で
配布する設置要綱と募集要項（市ホ
ームページで閲覧可）を確認の上、
自己推薦書に必要事項を記入し、３
月２０日（火）までに〒２５２－８５６６座間
市役所危機管理課宛てに郵送（消印
有効）または直接担当へ持参
担当 危機管理課

1０４６（２５２）７３９５　5０４６（２５２）７７７３

安全運転サポート車

　安全運転サポート車（サポカー）
とは、自動ブレーキなどの先進安全
技術を搭載した自動車の総称です。
昨今相次いで発生している、ブレー
キとアクセルの踏み間違い、車線逸
脱などによる交通事故の防止に効果
があると言われています。車選びの
際には、交通事故防止の一助として、
ぜひサポカーをご検討ください。
担当 市民協働課

1０４６（２５２）８１５８　5０４６（２５５）３５５０

下水道作品コンクール

　公益財団法人神奈川県下水道公社
では、下水道の普及・啓発を目的に、
相模川と酒匂川流域市町の小学４年
生を対象に、作文、ポスター、書道
を募集する、下水道作品コンクール
を開催しています。
　今回は、総数４，５０７点（作文の部１０４
点、ポスターの部１，０６５点、書道の部
３，３３８点）の応募があり、市からは次

@yresearch-center.jp
担当 市社会福祉協議会

1０４６（２６６）２００３　5０４６（２６６）１２９５

�

◆暮らしの実用講座
とき＝３月１８日（日）午前１０時～１１
時３０分　内容＝青少年をとりまく「イ
ンターネット社会の闇」について学
ぶ　対象＝どなたでも（特に青少年
の保護者）　定員＝３０人（申込順） 
持ち物＝筆記用具　講師＝座間警察
署署員　申込方法＝３月１５日（木）
までに電話、ファクスまたは直接同
館へ
◆春のこどもフェア
とき＝３月２４日（土）午前９時３０分
～午後２時　内容＝お話し会、人形
劇、巻きずし作り（先着７０人、１本
２５０円）、簡単お菓子作り（全１００個、
１個５０円）、迷路、わくわくエコ遊
び、ざまりんパッカー車体験乗車他 
対象＝どなたでも（幼児～小学校低
学年は保護者同伴）　入場＝自由

�

◆北文おもちゃ病院開院
とき＝３月１０日（土）午前１０時～正
午（受け付けは午前１１時３０分まで） 
内容＝壊れたおもちゃの修理（修理
できない物も有ります）　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝２０
組（先着順）　費用＝無料（部品代
など一部実費負担）　参加方法＝当
日直接同センターへ　※ボランティ
ア募集中、希望者は同センターへ。
◆いきいき会～体を動かしながら脳
を活性化

とき＝３月１５日（木）午前１０時～正
午　内容＝WE LOVE ZAMA!健康
体操体験　対象＝市内在住・在勤者 
参加費＝無料　参加方法＝当日直接
同センターへ
◆多文化交流サロン～世界の窓
とき＝３月１７日（土）午後２時～４
時　内容＝さまざまな国籍の方が、
自国のことや日本で経験したことな
どを話す　参加費＝無料　参加方法
＝当日直接同センターへ
◆大人のジャズコンサート
とき＝３月２７日（火）午後４時３０分
～６時３０分　出演者＝ SUITE  VOICE        

スイート ボイス

定員＝１００人（先着順）　参加費＝無
料　参加方法＝当日直接同センター
へ

�

◆ひがしのだんだんリビング
とき＝３月１３日（火）午前９時４５分

市公民館
1０４６（２５５）３１３１　5０４６（２５２）２７７６

北地区文化センター
1０４２（７４７）３３６１　5０４２（７４７）８５４２

東地区文化センター
1０４６（２５３）０７８１　5０４６（２５３）０７８９

お問い合わせやお申し込みは開館日時をご確認の上、ご連絡ください。市役所は原則として祝・休日や年末年始を除く月曜～金曜日の午前８時３０分～
午後５時１５分にお願いします。なお、ファクスでお申し込みの場合は、「件名」、「連絡先」など必要事項を明記してください。

負傷者死者件数平成
４１０３２３０年
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リーパイオニアズ1０４６（２５４）８８００ 
（大森）
○（公社）市シルバー人材センター
出張入会説明会
とき＝３月２２日（木）午後１時３０分
～３時３０分　ところ＝市民健康セン
ター　対象＝働く意欲のある６０歳以
上の市内在住者　定員＝２０人（申込
順）　参加費＝無料　申込方法＝電
話で同シルバー人材センター1０４６ 
（２５４）５３６１へ
○障害者支援施設「アガペ壱番館」
常勤職員募集
募集人員＝３人　応募資格＝特に無
し　業務内容＝身体障がい者の生活
支援　勤務時間＝３交代制　給与＝
当法人規定による（処遇改善手当有
り）　応募方法＝市販の履歴書（写
真貼付）に必要事項を記入し、電話
連絡の上、本人が同アガペ壱番館1 

０４６（２５４）７１１１へ持参　※非常勤職員
も同時募集中。

～１１時４５分　内容＝乳幼児を持つ保
護者の交流、仲間づくりの場　参加
方法＝親子で当日直接同センターへ
◆わいがやエクスチェンジ
とき＝３月１４日（水）午前１０時～正
午　内容＝不用品の交換　参加費＝
無料　参加方法＝不用品を持参の上、
時間内に直接会場へ　※肌着やぬい
ぐるみなど、交換できない場合も有
ります。
◆おもちゃ病院
とき＝３月２４日（土）午前１０時～正
午（受け付けは午前１１時３０分まで） 
内容＝壊れたおもちゃの修理（修理
できない物も有ります）　対象＝小
学生以下（保護者同伴）　定員＝２０
組（先着順）　費用＝無料（部品代
など一部実費負担）　参加方法＝当
日直接同センターへ
◆スプリングコンサート～ソプラノ
とピアノの調べ

とき＝３月２５日（日）午後２時～３
時３０分（午後１時３０分開場）　演奏
者＝▽ソプラノ＝田中和美さん▽ピ
アノ＝今井由起子さん、中山祐子さ
ん　対象＝市内在住・在勤者（小学
生以下は保護者同伴）　定員＝１３０
人（３月１日（木）から東地区文化
センターと東原コミュニティセンタ
ーで整理券を配布）　参加費＝無料 
共催＝音を楽しむ会

�

◆製本講座
とき＝３月２１日（水）午後１時３０分
～４時３０分　内容＝本を分解して構
造を知り、再生方法を学ぶ※傷んだ
本の持参者への個別相談有り。　対
象＝市内在住・在勤・在学者　定員
＝２０人（申込順）　参加費＝無料　
申込方法＝電話、ファクスまたは直
接同館へ
◆春休みおたのしみ会
とき＝３月２４日（土）午前１０時３０分
～１１時３０分　内容＝劇団貝の火によ
る「こぶとりじいさん」などの公演 
対象＝幼児～小学生（未就学児は保
護者同伴）　定員＝５０人（申込順） 
申込方法＝電話、ファクスまたは直
接同館へ　

�

◆子育て相談員（非常勤職員）
募集人数＝１人　応募資格＝子育て
に関する相談の経験者　内容＝育児
に関する相談対応、助言、指導、パ
ソコンへのデータ入力他　勤務期間
＝５月１日～平成３１年３月３１日　勤
務日時＝月曜～金曜日原則午前９時
３０分～午後４時１５分　賃金＝市規定
による　勤務場所＝市役所２階　選
考方法＝面接　応募方法＝市販の履
歴書（写真貼付）に必要事項を記入
し３月９日（金）までに本人が担当
へ持参
担当 子ども政策課

1０４６（２５２）８０２５　5０４６（２５５）５０８０

図書館
1０４６（２５５）１２１１　5０４６（２５２）５７０４

◆入谷小放課後子ども教室スタッフ
募集人数＝４人程度　応募資格＝入
谷小学校に徒歩で通勤ができ、子ど
もが好きで体力に自信がある方　業
務内容＝勤務日当日の説明会に出席
後、児童の安全確認、遊びのきっか
けづくりとサポート、清掃、事務の
補助他　勤務期間＝４月１日から１
年間　勤務日時＝月曜・水曜日のう
ち１～２日午後１時～５時３０分のう
ち２～４時間程度　報酬＝１時間に
付き９８８円　選考方法＝面接　応募 
方法＝市販の履歴書（写真貼付）に
必要事項を記入し、３月１２日（月）
まで本人が担当へ持参（月曜～金曜
日午前８時３０分～午後５時）※応募
書類の返却はしません。
担当 青少年課

1０４６（２５３）８４１５　5０４６（２５９）２１６３
◆公園緑政課事務（非常勤職員）
募集人数＝１人　応募資格＝パソコ
ン（エクセル、ワードなど）の基本
操作ができる方　業務内容＝公園に
関わる事務、窓口対応他　勤務期間
＝４月１日から１年間　勤務日時＝
月曜～金曜日午前８時３０分～午後５
時１５分（正午～午後１時を除く）の
うち４時間以上５時間４５分以内　時
給＝千円　選考方法＝面接　応募方
法＝市販の履歴書（写真貼付）に必
要事項を記入し、３月９日（金）ま
でに〒２５２－８５６６座間市役所公園緑政
課宛てに郵送（消印有効）または本
人が担当へ持参
担当 公園緑政課

1０４６（２５２）７２２２　5０４６（２５５）３５５０
◆道路管理事務（非常勤職員）
募集人数＝１人　応募資格＝測量事
務の経験がある普通自動車免許所持
者　業務内容＝道路境界査定、用地
寄付、隅切り用地取得などに関する
事務　勤務期間＝４月１日から１年
間　勤務日時＝月曜～金曜日のうち
週４日午前９時～午後５時　時給＝
千円　勤務場所＝市役所４階他　選
考方法＝面接　応募方法＝市販の履
歴書（写真貼付）に必要事項を記入
し、３月９日（金）までに本人が担
当へ持参
担当 道路課

1０４６（２５２）８５６４　5０４６（２５２）３５５０

�

　このコーナーに掲載を希望する場
合は、掲載希望号の発行日の１カ月
と１日前までに、市役所３階市政戦
略課で配布する掲載依頼用紙（市ホ
ームページからダウンロード可）に
必要事項を記入し、市政戦略課へ提
出してください。なお、必ず掲載で
きるものではありませんので、ご承
知おきください。
○ターゲット・バードゴルフ無料体
験教室

とき＝３月３１日（土）まで、午前９
時～正午　ところ＝芹沢公園こもれ
び広場　内容＝高齢者の健康維持と
仲間づくり　参加方法＝直接会場へ 

みんなの広場 

問い合わせ先＝座間市ターゲット・
バードゴルフ協会1０４６（２５３）１６８６ 
（野口）
○座間パークゴルフ游楽会無料体験

ゆう らく かい

とき＝４月３０日（月）まで、午前９
時～午後４時　ところ＝水と緑の風
広場パークゴルフ場座間（相模川座
架依橋下河川敷）　持ち物＝クラブ、
ボール　参加方法＝直接会場へ　問
い合わせ先＝同会1０９０（２３０４）１１８６ 
（野島）
○座間ジュニアソフトテニスクラブ
体験会
とき＝３月１１日（日）・２１日（水）・
２４日（土）・２５日（日）・２６日（月） 
対象＝市内在住の小学生　申込方法
＝電子メールで座間ジュニア事務局
� himawari.zama１@gmail.comへ
○スクエアダンス無料体験講習会
とき＝３月１７日（土）午後６時～８
時　ところ＝東地区文化センター　
持ち物＝動きやすい靴　参加方法＝
当日直接会場へ　問い合わせ先＝メ

３月に納めていただくのは

▽国民健康保険税（１０期）▽介護保険料（１０期）▽後期高齢者医療保険
料（９期）
※市指定の金融機関、市役所、各出張所、ペイジー、コンビニエンスス
トアなどで納めてください。使用料などもお忘れなく。
※口座振替をご利用の方は、残高不足にご注意ください。
※納期限を過ぎると、督促状が発送されます。また、延滞金を納めてい
ただく場合があります。
※毎月第２・第４土曜日午前８時３０分～正午、市役所で市税、国民健康
保険税の納付窓口を開設しています。詳しい内容は収納課　1０４６（２５２） 
８０２１へ（国民健康保険税については国保年金課1０４６（２５２）７００３へ）。

３月の相談日（祝・休日を除く）※相談はいずれも無料です。
と　こ　ろと　　　き区　分

1０４６（２５２）８４９０
（電話相談も可）

毎週月曜～金曜日午前９時３０分～正午と午後１時～３
時３０分

消 費 生 活
（訪問販売・多重債務など）

予約制（電話可）
受付1０４６（２５２）８２１８
市役所１階相談室
※１日午前８時３０分か
ら今月分を受け付け、
いずれも定員になり次
第、締め切ります。な
お、弁護士相談は年度
内一人につき１回（２５
分以内）、その他の相談
は一人３０分以内とさせ
ていただきます。相談
される要点をよく整理
してお越しください。

毎月第２・第３・第４火曜日午後６時～８
時３０分
今月は第２火曜日、第２・第４水曜日午後
１時３０分～４時３０分

１３日　
１３日夜
１４日　
２０日夜
２７日夜
２８日　

弁 護 士
（ 面 談 の み ）

毎月第３木曜日午前９時３０分～１１時３０分１５日行 政
（国に対する要望）

毎月第２・第３木曜日午後１時３０分～４時
３０分

８日
１５日

行 政 書 士
（遺言書等作成）

毎月第３火曜日午後１時３０分～４時２０日交 通 事 故
毎月第４金曜日午後１時３０分～４時３０分２３日税 理 士

奇数月第３金曜日午後１時３０分～４時３０分１６日司 法 書 士
（登記・少額訴訟）

毎月第４木曜日午後１時３０分～４時３０分２２日不 動 産
（取引・契約）

毎月第２金曜日午後１時３０分～４時３０分
（８日まで受け付け）９日分譲マンション

（近隣・管理組合）
毎週月曜～金曜日午前８時３０分～正午、
午後１時～５時１５分市 民 一 般

担当　広聴人権課 1０４６（２５２）８２１８

1０４６（２５２）８０８７毎月第２火曜日午前９時～１１時３０分１３日人権擁護委員
（近隣問題など）

市役所１階広聴人権課毎週月曜・火曜・水曜・金曜日午前９時～正午と
午後１時～５時１５分ドメステ ィ ック

バイオレンス 担当　広聴人権課 1０４６（２５２）８４８３
市役所４階
４－１会議室

奇数月第３木曜日午後１時３０分～４時３０分
（予約制（電話可）。１２日まで受け付け）１５日社 会 福 祉 士

（成年後見制度） 担当　福祉長寿課 1０４６（２５２）７１２７

市役所１階
障がい福祉課

毎週月曜・火曜・木曜日午前１０時～正午と午後１時～
３時（予約制（電話可））ぽむ出張相談毎月第３木曜
日午前９時、１０時３０分（各一人で予約制（電話可））

障 が い 者
就 労 支 援

担当　障がい福祉課 1０４６（２５２）７１３２
市役所１階障がい福祉課毎週月曜日午後１時～５時と水曜・金曜日午前９時～手話通訳設置 正午 担当　障がい福祉課 1０４６（２５２）７９７８ 5０４６（２５２）７０４３
市役所１階生活援護課毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時自立サポート

相 談 担当　生活援護課 1０４６（２５２）８５６６
ざまコミュニティプラザ
２階８１会議室毎月第３木曜日午前１０時～午後３時１５日駐留軍離職者

担当　商工観光課 1０４６（２５２）７６０４
毎週月曜～金曜日午前８時３０分～正午と 市役所２階子ども政策課
午後１時～５時１５分（電話可） 担当　子ども政策課 1０４６（２５２）８０２６児 童

毎週月曜～金曜日午前９時３０分～１１時３０分と 市役所２階子ども育成課
午後１時～４時（予約制（電話可）） 担当　子ども育成課 1０４６（２５２）７２０１母子・父子家庭

青少年センター１階
青少年相談室毎週月曜～金曜日午前９時～午後４時青 少 年

担当　青少年相談室 1０４６（２５６）０９０７
市役所５階教育研究所毎週月曜～金曜日午前１０時～午後４時教 育

1０４６（２５９）２１６４毎週月曜～金曜日午前８時３０分～午後６時（電話のみ）子どもいじめ
ホットライン 担当　教育研究所 1０４６（２５９）２１６４

毎週月曜～金曜日午前９時～正午 市役所５階教育指導課
午後１時～４時（予約制（電話可））　担当　教育指導課 1０４６（２５２）８７３２

就 学
（障がい児対象）
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座間市役所　〒252-8566　神奈川県座間市緑ケ丘一丁目1番１号（郵便物は、郵便番号と「座間市役所＋課名」を記入することで届きます）
☎046（255）1111（代）　5046（255）3550　URL     　http://www.city.zama.kanagawa.jp/　　http://www.city.zama.kanagawa.jp/m/
◆開庁時間　月曜～金曜日（祝・休日と年末年始を除く）午前8時30分～午後5時15分
　※第2・第4土曜日の午前中も一部業務を行っています。
　問い合わせは､ 特に記載がなければ、開庁時間内にお願いします。 検索検索座間市ホームページ

広報広報広報広報

　今年の凧文字は、松尾葉子さん（栗原中央）が応
募した「葵翔」に決まりました。
　応募総数30点の中から選ばれた「葵翔」には、「市
の花ヒマワリ（向日葵）の知名度が日本中に広がり、
市の繁栄を願って大空高く舞い上がってほしい」と
いう意味が込められています。
　「葵翔」は、 5月 4日（金）・ 5日（土）に開催する「座間市大凧まつ
り」で掲揚する大凧に書き込まれます。
担当 市大凧まつり実行委員会事務局（商工観光課内）
 ☎046(252)7604　5046(255)3550

北文キッズよさこい北文キッズよさこい
～さくら祭りの舞台で踊って思い出を作ろう～さくら祭りの舞台で踊って思い出を作ろう

シェイクアウト プラス１ 2018 in ZAMAシェイクアウト プラス１ 2018 in ZAMA
報告会と防災講演報告会と防災講演

自立サポートセミナー「働きたいけれど自立サポートセミナー「働きたいけれど
働けずにいる人に聴いてほしい話」働けずにいる人に聴いてほしい話」

「（仮称）座間市工場立地法第４条の２「（仮称）座間市工場立地法第４条の２
第１項の規定による準則を定める条例第１項の規定による準則を定める条例

（骨子案）」にご意見を（骨子案）」にご意見を

　よさこい鳴子踊りを練習し、相模が丘「さくら祭り」の舞台発表に参加
する方を募集します。
○練習日　 3 月18日（日）・25日（日）・27日（火）・29日（木）午前10
時30分～正午
○発表日　 3 月31日（土）正午～午後 2時30分（雨天中止）
○練習場所　北地区文化センター
○対　象　幼児～小学生（練習に 2回以上参加できる方）
○定　員　25人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　 3月25日（日）までに電話、ファクスまたは直接担当へ
担当 北地区文化センター　☎042(747)3361　5042(747)8542

　市で毎年 1月23日に実施している防災行動訓練「シェイクアウト訓練」
の報告会を開催します。
　また、明治大学大学院特任教授中林一樹さんを招いて、防災・減災活動
の啓発を目的とした防災講演を同時に開催します。
○と　き　 3 月16日（金）午後 2時30分～ 5時
○ところ　サニープレイス座間（総合福祉センター）多目的室
○申込方法　 3月14日（水）までに、電話、ファクスまたは直接担当へ
　
シェイクアウト登録人数
　今回は52，804人の方に参加登録をいただきました。訓練への参加、
ご協力をいただきありがとうございました。

担当 危機管理課　☎046(252)7395　5046(252)7773

　市では、仕事に就くことに不安や課題を抱えた方やその家族へ向けたセ
ミナーを開催します。仕事を辞めてから長い期間が経ってしまった方や引
きこもりの方など、すぐに就労が難しいと感じている方の相談窓口や制度
などを専門家が紹介します。
○と　き　 3 月23日（金）午後 1時～ 3時
○ところ　市役所 4階　 4－ 2・ 3会議室
○対　象　市内在住・在勤・在学者
○定　員　60人（申込順）
○参加費　無料
○申込方法　 3月22日（木）午後 4時までに電話、ファクスまたは直接担
当へ
担当 生活援護課　☎046(252)8566　5046(252)7043

　市では、一定規模以上（敷地面積 9千平方メートル以上もしくは、建築
面積 3千平方メートル以上）の工場（製造業、電気・ガス・熱供給業者（水
力・地熱発電所を除く））に対して課す緑地および環境施設のそれぞれの
面積の敷地面積に対する割合を定める条例の制定作業を進めています。こ
のたび、条例の骨子案がまとまりましたので、市民の皆さんのご意見を募
集します。
　皆さんからいただいたご意見に対する市の考えは、市ホームページなど
で公表します。
○閲覧場所　市役所 4階商工観光課・ 1階市民情報コーナー、各出張所、
青少年センター、市公民館、北・東地区文化センター、各コミュニティ
センター（市ホームページで閲覧可）
○意見を提出できる方　市内在住・在勤・在学者、市内に事業所などを有
する法人またはその他の団体、公募事案に利害関係を有する方
○募集期間　 3 月30日（金）まで
○意見の提出方法　住所、氏名（法人などは名称と代表者氏名）、電話番
号を明記し、任意の様式で〒252－8566座間市役所商工観光課宛てに郵送
（必着）、ファクスまたは直接担当へ（市ホームページから電子申請可）
※市内在勤者は事業所名と所在地、市内在学者は学校名と所在地、法人な
どは所在地を加えてご記入ください。
担当 商工観光課　☎046(252)7604　5046(255)3550

市職員（任期付短時間勤務職員）募集市職員（任期付短時間勤務職員）募集

今年の今年の凧凧
た こた こ

文字は「文字は「葵葵
きき

翔翔
しょうしょう

」」

○選考方法　面接試験
○申込方法　 3 月14日（水）までに申込書を〒252－8566座間市役所職員課
人事研修係宛てに郵送（必着）または本人が直接担当へ
○受験案内・申込書の配布　市役所 4階職員課・ 1階市民情報コーナー、
各出張所で配布（市ホームページからダウンロード可）

担当 職員課　☎046(252)7911　5046(255)3550

職　　種 社会福祉主事

業務内容 生活保護の決定事務、生活保護世帯への訪問調査など

募集人数 2人

応募資格 社会福祉主事任用の資格があり、普通自動車運転免許を所持
し、ワード、エクセルの操作ができる方

任　　期 5月 1日～平成33年 3月31日（ 2年以内で延長の場合あり）

勤務形態 月曜～金曜日のうち 4日勤務、午前 8時30分～午後 5時15分
（時間外勤務・休日出勤あり）

　市とアクティブ・ママでは、相互提案型協働事業として、日本人親子と
外国籍親子の交流を目的とした「国際交流サロン」を開催しています。
　今回は、中国国籍の母親が、母国のあいさつ、文化などを紹介します。
○と　き　 3 月20日（火）午前10時～正午
○ところ　市民健康センター 1階　多目的室
○対　象　市内在住の外国籍・日本人親子（親のみの参加可）
○参加費　無料
○参加方法　当日直接会場へ
○問い合わせ先　アクティヴ・ママ　☎070(1489)9573　電子メール（acti
　ve_mama_zama@yahoo.co.jp）
担当 渉外課　☎046(252)8035　5046(255)3550

多国籍親子支援事業多国籍親子支援事業
Tomodachi Salon（トモダチサロン）Tomodachi Salon（トモダチサロン）

凧文字「葵翔」を掲げて
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